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Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 
 

学校名 花巻市立花巻小学校 

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １４ 

児童数 ４８ ５８ ６０ ６２ ６２ ５３ ５ ３４８ 
２１ 

 
 
Ⅱ 研究の概要 
  １．研究主題 

   確かな学力の向上を目指した指導の工夫 
   ――― 一人一人に合った算数科の指導と評価を通して ――― 

 
  ２．研究内容と方法 
  (1) 実施学年・教科 

 全学年 算数 
  児童の理解状況に差が出やすい教科であるため。 
  各学年での積み上げが必要不可欠な教科であるため。 

 
  (2) 年次ごとの計画 

平 
成 
14 
年 
度 

 ○ テーマ 個に応じた指導法の工夫改善と評価の在り方 
       ―― 算数科における少人数指導を通して ―― 
 ○ 研究の見通し（仮説） 
      児童一人一人の学力の状況を見極めながら個に応じた指導の在り方を 
   工夫改善していくならば、個々の力に合った学習が進められ確かな学力 
   が身に付くであろう。 
 ○ 研究の内容・方法 
   ・ 少人数指導、習熟度別指導等指導形態、指導体制の工夫・改善 
   ・ 基礎的・基本的内容を確実に定着させるための教材研究 
   ・ 評価の在り方 

 

平 
成 
15 
年 
度 

 ○ テーマ 確かな学力の向上を目指した指導の工夫 
        ―― 一人一人に合った指導と評価を通して ―― 
 ○ 研究の見通し（仮説） 
    算数科において、個に合った指導の仕方を工夫し、適切な評価を行 
   うならば、確かな力を培うことができるであろう。 
 ○ 研究の内容・方法 

・ レディネステストや学習内容に応じた効果的な学習集団の編成 
・ 単位時間内の指導を充実させるための工夫 
・ 学習習慣の定着（朝学習・家庭学習） 



平 
成 
16 
年 
度 

 ○ テーマ 確かな学力の向上を目指した指導の工夫 
        ―― 一人一人に合った指導と評価を通して ―― 
 ○ 研究の見通し 
   児童一人一人の学力を的確に把握し、個に応じた指導の在り方を工夫 
  改善しながら学習を進めていくならば、児童は自信をもって学習に励み、基 
礎・基本を確実に身に付けることができるであろう。 

○ 研究の内容・方法 
   ・ 児童の実態把握と指導形態の工夫 
   ・ 個に応じた指導法の工夫 
   ・ 効果的に学習を進めるための指導者間の共通理解 
   ・ 指導に生かすための評価方法と補充指導の在り方 

 
   (3) 研究推進体制  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果 
  ≪加配を行った学年の単元テストの結果≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校  長 

教  頭 
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低学団部会 中学団部会 高学団部会

研 究 部 会 

研 究 推 進 委 員 会

（校長、教頭、教務主任、研究主任

※ 研究部員 により組織） 
学力向上推進会議 

（校長、教頭、教務主任、学年代表 

外部委員 により組織） 

 



16.7

31.5

45.5

47.3

52.3

60.4

71.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ≪児童に対する意識調査の結果≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

30.6 61.2
6.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても好き どちらかといえば好き どちらかといえば嫌い とても嫌い

コースに分かれて学習するのは、好きですか？ 

32.4 52.7 7.7 7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コース別の方がよい コース別とクラス一緒とどちらの学習もあればよい クラス一緒の学習の方がよい どちらがよいかわからない

クラスみんなで学習する時とコースに分かれて学習する時と比べてどうですか？ 

12.1 67.1 6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全部コース別がよい 勉強の時だけコース別がよい どちらがよいかわからない

コース別学習をしてみて、あてはまる考えはどれですか？ 

コースに分かれて学習してみて、よいと思うのはどんなことですか？（複数回答あり） 

先生の話が聞きやすく 
よく分かる 

集中して学習できる 

黒板が見やすい 

自分の意見を発表しやすい 

友達の話が聞きやすく 
よく分かる 

先生に質問しやすい 

友達に質問しやすい 

  



○  レディネステストや評価規準に基づいた評価により、児童の実態を具体的に捉え 
ることができるとともに、指導体制を含め、支援を要する児童への手立てのポイン 
トが絞りやすくなり、基礎的・基本的事項を身に付けさせることができた。 
○  児童の実態に合わせた、導入の仕方等を工夫することにより、苦手意識の強い児 
童も興味・関心をもって授業に参加させることができた。 
○  児童の意識調査から、自分のめあてに向かって取り組むことができるコース別の
学習は、意欲的に取り組むことができる手立ての一つであった言うことができる。 

○  段階に応じた練習プリント等の使用により、児童が意欲的に取り組む様子が見ら 
れた。また、指導者にとっては、個別支援の時間を生み出すことができるとともに 
学習の到達状況を把握することができた。 

 
  ２．今後の課題  

● 児童の実態をより明確に把握するためのレディネステストの内容吟味と効果的 
な事前指導の内容を検討していく。 
● 評価規準及び判断基準の見直しを進めるとともに、判断基準に基づく毎時間の評 
価を蓄積し、児童の実態をより詳しく把握した上で、指導に当たる。 
● 児童自身が、自分の伸びを感じ成就感を味わえるような自己評価の在り方を工夫 
する。 

 
 
Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組  

・ 定期的な学力検査（ＣＲＴ…２月下旬 ＮＲＴ…４月初旬） 
・ 計算力テスト（本校自作）…各学期末 

 
 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及  

・ 学校公開研究会（１０月）  
・ 学校広報による研究成果の紹介（対象：ＰＴＡ会員） 

   
 
 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
 
【新規校・継続校】       □１５年度からの新規校      レ １４年度からの継続校 

 
【学校規模】    □６学級以下             □７～１２学級 

レ１３～１８学級        □１９～２４学級 
□２５学級以上 

 
【指導体制】    レ 少人数指導            レ Ｔ．Ｔによる指導 

レ 一部教科担任制       □その他 
 
【研究教科】    □国語         □社会       レ 算数    □理科 

□生活         □音楽    □図画工作  □家庭 
                              □体育         □その他 
 
    【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】        レ 有       □無 
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